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Ｐ２０６ □相対度数 

ひろげよう  「ひろげようを読んでください。」 

               （６ｃｍの紙コプタ－を実際に作り落下させてみるとよい） 

 「教科書の別のクラスで実験した結果をのせてくれています。」 

 「しかし、困ったことに全体の度数が違っています。」 

 「そのまま度数を比べてもダメです。」 

  こんなときは、その度数の全体に対する割合を求めて比較します。これを相対度数と 

言います 

 

 

 

 

例１   ６ｃｍの紙コプタ－で２．６５秒以上２．８０秒未満の階級は 

       小数第２位まで求めると、 

 

       ３÷８０＝０．０３７      ＝０．０４ 
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問６  ７ｃｍの紙コプタ－で２．３５秒以上２．５０秒未満の階級の相対度数は 

 

       １２÷５０＝０．２４ 

 

問７ 

相対度数＝
階級の度数

全体の度数
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 「羽の長さが長い方が滞空時間が長いと言える」 


